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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

タイ東北部の中心都市であるコンケン市では、都市

の発展に伴って自動車交通が急増しており、沿道大気

汚染が深刻となりつつある。そのため、大気汚染を抑

制をしつつ、どの程度の経済発展が可能であるかとい

うことを明らかにする必要がある。加えて、都市域が

拡大しているため土地利用計画の見直しを含めた検討

も行う必要がある。 

そこで本研究は、沿道大気汚染物質排出量を環境制

約としたときの最大可能トリップ数を推計するモデル

をコンケン市に適用し、コンケン市における都市の発

展性を明らかにする。また、都心集中型開発等の異な

る土地利用を取った場合の最大可能トリップ数の推計

も行い、分析する。 

２２２２．．．．研究方法研究方法研究方法研究方法 

本研究では、昨年井口１）によって構築された大気汚

染物質排出量制限下における最大可トリップ数を求め

るための二段階最適化モデルを、コンケン市に適用す

る。ただし、コンケン市ではオートバイによるトリッ

プ量が非常に多いので、二段階最適化モデルにおいて

交通手段別の分布・分担・配分交通量を求める下位問

題における車種の扱いを、自動車と公共交通機関の役

割を担うソンテウの２車種からオートバイを加えた３

車種とする。    

（（（（１１１１））））大気汚染物質排出量制限大気汚染物質排出量制限大気汚染物質排出量制限大気汚染物質排出量制限    

本研究では、大気汚染物質として CO を扱う。CO 排

出量の算出方法は、平均車速に排出係数を乗じて算出

する。自動車、ソンテウの排出係数２）はタイ・バンコ

クで推計されたものを用いる。その際ソンテウは小型

トラックのものを使用する。オートバイの排出係数は、

日本の環境省のデータを用いる。 
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（（（（２２２２））））土地利用土地利用土地利用土地利用パターンパターンパターンパターン    

就業、住居魅力度パラメータを用いて発生、集中ト

リップを制御することで土地利用パターンの変化を表

現する。将来の土地利用パターンとして以下の２つを

考える。図―１はコンケン市の道路ネットワークと土

利用計画の見直しをする地域を表したものである。黒

枠部分はコンケン市都心部、斜線部分はコンケン市郊

外部を示す。 

①都心集中型開発 

コンケン市におけるトリップは、郊外から都心部へ

のトリップが多く見られ、逆に都心部の近い地域にお

けるトリップはあまり見られない。そこで、コンケン

市都心部ゾーンの住居、就業魅力度それぞれを高めに

設定し住職接近を図る。 

②郊外における新興住宅地等の開発 

郊外に新興住宅地が開発されたと仮定し、郊外ゾー

ンの住居魅力度を高めに設定する。また、就業魅力度

は、都心部のゾーンで高めに設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 道路ネットワークと土地利用計画 

（（（（３３３３））））内内内内々々々々交通交通交通交通のののの配分配分配分配分    

均衡配分では内々交通を配分しないことが多いが、

本研究ではオートバイのみ内々交通トリップを配分す

ることとする。これは、コンケン市におけるオートバ

イトリップが全トリップ中 23％が内々トリップであり、
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またいくつかのゾーンでは発生トリップに占める内々

交通の割合が非常に高いゾーンがあるためである。本

研究における内々交通トリップの配分は、以下のよう

に行う。 

①内々交通が移動する距離をゾーン面積 s と同じ面

積をもつ円の半径と仮定し移動距離 d を算出。 

②移動距離 d に各ゾーンの内々トリップを乗じて各

ゾーンの内々交通トリップ長を算出。 

③内々交通トリップ長をリンク長で割り各ゾーンの

各リンクに配分する内々交通トリップを算出。 

④配分に用いるネットワークデータに③を付加。 

（（（（４４４４））））オートバイオートバイオートバイオートバイのののの配分配分配分配分    

オートバイは、自動車交通に関係なく最短経路を選

択すると仮定した。また、井口のモデルでは交通手段

選択の一つの指標として一般化費用が用いられている

ため、オートバイの一般費用の算出も行った。 

３３３３．．．．適用結果適用結果適用結果適用結果    

（（（（１１１１））））沿道大気汚染物質排出量制限下沿道大気汚染物質排出量制限下沿道大気汚染物質排出量制限下沿道大気汚染物質排出量制限下におけるにおけるにおけるにおける最大最大最大最大トトトト

リップリップリップリップ数数数数    

CO の排出量を規制した場合の最大トリップ数を図

－１に示す。現況の 59565 トリップと比較すると 39152  

トリップ増加することがわかった。これは現況の 1.6 倍

にあたり大気汚染物質排出量制限下においても十分に

経済発展が可能であることがわかった。 

（（（（２２２２））））土地利用土地利用土地利用土地利用パターンパターンパターンパターン変化変化変化変化によるによるによるによる最大最大最大最大トリップトリップトリップトリップ数数数数    

    都心集中型開発、郊外における新興住宅地の開発に

よる土地利用パターンを変化させたときの最大トリッ

プ数を図―２に示す。現況と比較して、２つのパター

ンとも最大トリップが増加する結果となり、この場合

も十分に経済発展が可能であることがわかった。しか

し、大気汚染物質排出量制限のみの場合と比較すると

総トリップ数は減少してしまった。これは、土地利用

パターンの変化によってある一定の経路にトリップが

集中し、沿道大気汚染物質排出量制限を越えてしまっ

たためである。 

４４４４．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに    

 本研究では、沿道大気汚染物質排出量制限下におけ

る最大可能トリップ数を推計することでコンケン市に

おける経済発展の可能性を検討した。その結果、大気

汚染物質排出量制限のみの場合、土地利用パターンと

の併用の場合、いずれの場合もトリップ数の増加が見

られ、大気汚染物質排出量制限下でも経済発展してい

くことが可能であることがわかった。環境制約下にお

ける総トリップの増加は、自動車、オートバイからの

公共交通機関ソンテウへの交通手段転換の促進やそれ

に伴うコンケン市内の交通渋滞の緩和といった交通改

善効果も考えられる。しかし、土地利用計画がトリッ

プの増加促進の有効な一手とはならなかった。この場

合、土地利用計画によって増加したトリップが同じリ

ンク、経路に集中しないような政策を並行して行う必

要がある。 

今後も大気汚染物質排出量の増加が考えられるため、

排出量制限を現在の排出量の 10％増加させたときのト

リップ数の推計も行い、本研究の結果とどのような違

いがあるのか分析していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 環境規制によるトリップ数の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 土地利用パターン変化による       

トリップ数の変化    
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